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平成21年度（第8回）

日本農学進歩賞：清家伸康 主任研究員

清家主任研究員（有機化学物質研究領域）は、「農耕地

に残留するPOPsの動態解明とリスク低減化技術の開発」

により受賞しました。本研究は、わが国の農耕地に長期

間残留しているダイオキシン類や過去に農薬として使用さ

れたディルドリン、ヘプタクロルなどのPOPs（残留性有機

汚染物質）の超微量分析法を確立し、統計的手法を用いた

データ解析によって、農業環境における将来にわたるリスクを

明らかにするとともに、作物汚染の診断技術を含む実用的なリス

ク低減技術を開発したものです。

平成21年度

若手農林水産研究者表彰：村上（秋山） 博子 主任研究員

村上主任研究員（物質循環研究領域）は、「農耕地における

温室効果ガス発生推定および削減に関する研究」により受

賞しました。この制度は農林水産業および関連産業に関す

る研究開発において優れた研究業績や功績をあげた若手

研究者を農林水産技術会議会長が表彰するものです。本

研究は、温室効果ガスである亜酸化窒素（N2O）について、

農耕地からの発生量の推定と削減技術の開発評価に取り組

んだもので、新たな排出係数が、世界各国の温室効果ガスイ

ンベントリの算定に採用されています。

平成21年度（第2回）

農環研若手研究者奨励賞：馬場耕司・山中武彦 主任研究員

馬場主任研究員（有機化学物質研究領域）は、「カドミウム及びヒ素の分析法に関する研

究」により、山中主任研究員（生物多様性研究領域）は、「農業環境に生息する多様な昆虫

相の発生パターン解析」により受賞しました。

この表彰は、農業環境技術研究所に勤務する40歳以下の研究者（研究職職員および農

環研特別研究員）の中から、とくに優れた業績をあげた者を表彰するものです。

（広報情報室長　廉沢 敏弘）

受賞者講演中の馬場研究員 表彰式上の山中研究員
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